
なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

な
ぜ
女
性
は
ず
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

― 
45
年
間
の
新
聞
記
事
を
対
象
と
し
た
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
活
用
報
道
調
査
か
ら

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
男
女
差
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
る
が［
1
］、
依
然
と
し
て
「
女
性
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
苦
手
」

と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
根
強
い
。

　

我
が
国
で
は
I
C
T
・
理
工
系
人
材
不
足
や
男
女
共
同
参
画
政
策
を
背
景
に
、
2
0
0
5
年
頃
か
ら
女
性
の
理
工
系
進
学

支
援
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
女
性
に
理
系
の
進
路
は
向
い
て
い
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
聞
い
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
女
子
の
割
合
は
、
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
聞
き
し
た
割
合
を
上
回
る［
2
］。
女
性
の

理
系
進
学
や
I
C
T
職
を
支
援
す
る
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
女
性
の
選

択
を
狭
め
て
い
る
懸
念
も
あ
る
。

　

小
林［
3
］
は
パ
ソ
コ
ン
雑
誌
の
分
析
か
ら
、
有
能
で
理
想
化
さ
れ
た
「
デ
キ
る
男
」
が
登
場
す
る
横
で
、
女
性
は
補
助
的

な
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
I
C
T
分
野
は
「
男
性
的
」
で
高
度
に
専
門
的
な
領
域

だ
と
見
な
さ
れ
、
女
性
が
就
業
へ
の
障
壁
を
感
じ
や
す
い
と
も
い
わ
れ
る［
4
］。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
国
民
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
普
及
し
て
い
る
現
状
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
伝
え
て
い
る
の
か
。
本

稿
は
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
（
本
稿
で
は
「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
表
現
す
る
）
で
装
飾
し
て
い
る
と
い

う
傾
向
に
着
目
す
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
「
女
性
は
不
向
き
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
内
在
化
し
て
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
装
飾
し
、「
特
別
な
物
語
」
に
仕
立
て
て
は
い
な
い
か
。
本
稿
は
「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
着
目
し
て
デ
ジ
タ
ル
黎
明
期
の
1
9
8
0
年
代
か
ら
の
新
聞
記
事
の
内
容
分
析
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
文
脈
に
お
け

る
女
性
像
の
特
徴
と
課
題
を
探
る
。

　

1
9
9
0
年
代
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
は
男
性
に
比
べ
て
浸
透
が
遅
れ
て
お
り
、
女
性
の
「
利
用
で
き
な
く
て
も
特
に

困
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
に
関
心
を
持
つ
高
学
歴
の
専
門
職
女
性
や
、

情
報
発
信
や
趣
味
な
ど
男
性
を
上
回
る
積
極
性
を
示
す
女
性
の
存
在
も
確
認
で
き
る［
5
］［
6
］。
メ
デ
ィ
ア
は
先
駆
的
な
少

数
派
と
関
心
の
な
い
多
数
派
の
狭
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用
す
る
女
性
を
報
じ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

我
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
政
治
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
指
摘
は
あ
る
が
、
女
性
の
デ
ジ
タ

ル
利
用
を
め
ぐ
る
報
道
の
検
証
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
新
聞
報
道
と
社
会
意
識
に
は
類
似
性
、
相
関
関

係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る［
7
］。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
の
形
容
は
「
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用
す
る
女
性
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を

は
じ
め
に

1

問
題
意
識

2
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なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

固
定
化
し
、
進
学
や
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
無
意
識
に
規
定
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
谷
口
・
井
上［
8
］

を
発
展
さ
せ
、「
朝
日
新
聞
」「
日
本
経
済
新
聞
」「
読
売
新
聞
」
の
3
紙
を
対
象
に
、
1
9
8
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
5
年

12
月
20
日
ま
で
を
対
象
に
記
事
を
収
集
・
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
3
紙
は
検
索
仕
様
に
共
通
性
が
あ
り
、
一
般
紙
と
し
て
多
く

の
購
読
者
数
を
持
つ
2
紙
に
経
済
紙
を
加
え
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
分
析
が
可
能
に
な
る
と
判
断
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
利

用
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
含
む
理
工
学
、
女
性
と
の
表
現
の
関
連
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
検
索
ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
見
出
し

を
対
象
と
し
て
検
索
し
た
（
図
表
1
）。
男
性
の
場
合
は
、
一
部
の
語
を
変
え
て
同
様
の
検
索
を
行
っ
た
。

（
1
）
記
事
の
時
系
列
推
移
・
特
徴

　

記
事
を
検
索
、
収
集
し
た
結
果
、
女
性
を
対
象
と
し
た
記
事
と
し
て
1
5
4
7
件
を
得
た
。
新
聞
紙
別
に
「
朝
日
新
聞
」

5
0
6
件
、「
日
本
経
済
新
聞
」
3
3
0
件
、「
読
売
新
聞
」
7
1
1
件
と
な
る
。
一
方
、
男
性
を
対
象
と
し
た
記
事
の
総
数

は
6
6
5
件
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
「
朝
日
新
聞
」
2
3
8
件
、「
日
本
経
済
新
聞
」
61
件
、「
読
売
新
聞
」
3
6
6
件
で
あ
る
。

収
集
し
た
記
事
に
は
、
女
性
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
出
会
っ
た
男
性
に
殺
害
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
女
性
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
盗
撮
さ
れ
る
等
、
事
件
に
関
す
る
記
事
も
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
記
事
を
選
別
し

た
結
果
を
図
表
2
に
示
す
。
女
性
を
対
象
と
し
た
記
事
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
4
0
8
件
、「
日
本
経
済
新
聞
」
3
2
5
件
、

「
読
売
新
聞
」
4
9
6
件
、
男
性
は
「
朝
日
新
聞
」
52
件
、「
日
本
経
済
新
聞
」
18
件
、「
読
売
新
聞
」
50
件
を
得
た
。
女
性

結
果

3図表1： �設定した検索ワード

図表2： �新聞紙別・デジタル化に関する記事件数

図表3： �男女別・デジタル化に関する記事の時系列推移

出所：筆者作成

出所：調査から筆者作成

出所：調査から筆者作成

新聞紙名 女性（収集記事全体数に占める割合） 男性（収集記事全体数に占める割合）

朝日新聞 408（80.6%) 52（21.8%）

日本経済新聞 325（98.5%） 18（29.5%）

読売新聞 496（69.8%） 50（13.7％）

計 1229 120

（女 OR 女性 OR ウーマン OR レディー OR ガール OR ジェンダー OR 男女） 

AND （デジタル OR ICT OR IT OR プログラミング OR プログラマー OR パソ

コン OR テック OR テクノロジー OR ロボット OR ウェブ OR インターネッ

ト OR ホームページ OR AI OR アプリ OR スマホ OR 理系 OR 理数 OR 工学 

OR 理工 OR 高専 OR 高校 OR 中学 OR 大学 OR 科学 OR 技術）

1 9 1 1 9 0



なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

は
1
2
2
9
件
、
男
性
は
1
2
0
件
で
あ
る
。
図
表
3
の
年
別
に
見
る
と
女
性
の
記
事
数
は
1
9
9
6
年
に
一
気
に
増
え
、

そ
の
後
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
2
0
2
1
年
以
降
、
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
。
記
事
数
の
男
女
差
は
、
男
性
の
デ

ジ
タ
ル
機
器
利
用
は
当
然
と
見
な
し
て
見
出
し
に
性
別
を
書
か
な
い
一
方
で
、
女
性
を
取
り
上
げ
る
際
は
性
別
を
強
調
す
る

と
い
う
、
田
中
ら［
9
］
の
女
性
強
調
と
い
う
特
徴
が
表
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
女
性
を
対
象
と
し
た
記
事
の
頻
出
語

　

上
記
の
よ
う
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
をK

H
 Coder

［
10
］
を
用
い
て
計
量
的
に
分
析
す
る
。
ま
ず
、
記
事
の
頻
出
語
の
時
系

列
推
移
を
見
る
た
め
に
、
男
女
別
に
約
5
年
ご
と
に
ジ
ャ
ッ
カ
ー
ド
（Jaccard

）
係
数
（
語
の
関
連
性
の
強
さ
を
示
す
指

数
）
の
高
い
上
位
10
位
の
語
を
比
較
し
た
（
図
表
4
、
5
）。
女
性
で
は
1
9
9
5
〜
1
9
9
9
年
に
大
き
く
頻
出
語
と
係

数
の
値
が
変
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
話
題
が
2
0
0
4
年
ま
で
多
く
出
現
し
て

い
る
。
2
0
0
0
年
代
前
半
ま
で
は
、
主
婦
を
中
心
と
し
た
女
性
が
社
会
参
加
や
起
業
な
ど
を
目
指
す
手
段
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
と
い
う
動
き
が
記
事
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら
は
高
校
生

や
学
生
の
語
か
ら
、
女
子
の
理
工
学
系
学
部
へ
の
進
学
の
停
滞
と
促
進
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

2
0
0
5
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
女
性
研
究
者
割
合
の
増
加
に
向
け
た
施
策
の
本
格
化
が
あ
る
。

2
0
2
0
〜
2
0
2
5
年
は
分
野
、
学
部
、
人
材
、
理
系
と
い
っ
た
語
が
見
ら
れ
、
理
工
系
進
学
の
テ
ー
マ
が
継
続
し
て

頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
。
な
お
、
男
性
を
対
象
に
し
た
記
事
で
は
、
全
般
的
に
際
立
っ
た
特
徴
が
見
い
だ
し
に
く
い
。
強
い

て
言
え
ば
、
世
界
大
会
へ
の
出
場
（2005‒

2009

）、
コ
ン
テ
ス
ト
（2020‒

2025

）
な
ど
挑
戦
の
成
果
が
伝
え
ら
れ
る
傾

図表4： �年代別女性を対象とした頻出語

図表5： �年代別男性を対象とした頻出語

出所：調査から筆者作成

出所：調査から筆者作成

1980s

コンピューター
本社
通産省
昭和
合格
情報処理
業界
婦人
操作
職業

.130

.124

.103

.101

.097

.095

.092

.090

.088

.087

2005-2009

研究
高校生
科学
支援
対象
教授
実験
文部科学省
女子
指導

.152

.140

.135

.128

.127

.127

.126

.123

.123

.120

1990-1994

会員
フォーラム
パソコン通信
進出
検討
不足
戦力
センター
中心
問題

.143

.142

.135

.118

.116

.112

.109

.107

.106

.105

2010-2014

理系
女子
講演
スマートフォン
学生
研究
科学
携帯電話
高校
開く

.159

.130

.120

.119

.118

.111

.109

.107

.103

.102

1995-1999

インターネット
パソコン
ホームページ
利用
見る
主婦
情報
ネットワーク
会社
開設

.313

.257

.213

.161

.139

.136

.136

.126

.125

.125

2015-2019

スマートフォン
女子
アプリ
話す
学ぶ
体験
行う
開発
考える
参加

.145

.140

.139

.127

.125

.123

.123

.122

.121

.120

2000-2004

インターネット
IT
パソコン
ホームページ
情報技術
ネット
講習
開く
情報
利用

.196

.171

.167

.163

.158

.139

.111

.105

.104

.104

2020-2025

分野
女子
学部
人材
大学
女性
理系
工学
社会
課題

.328

.287

.285

.273

.268

.265

.262

.258

.255

.251

1980s

手段
風俗
さまざま
記事
同様
不特定
アメリカ
相手
人気
意味

.500

.500

.400

.400

.400

.400

.333

.333

.300

.286

2005-2009

出場
世界
大会
決める
プログラム
ニュース
甘い
元気
上々
食べる

.263

.227

.200

.177

.167

.167

.167

.167

.167

.167

1990-1994

発見
男子
ワープロ
愛知
早い
遊ぶ
OA
つき合い
にぎやか
ひき肉

.400

.333

.333

.333

.250

.250

.250

.250

.250

.250

2010-2014

プログラム
小学
教室
宇宙
作る
東京
カメラ
担当
開く
インターネット

.263

.235

.227

.222

.219

.200

.200

.192

.191

.188

1995-1999

パソコン
全国
通信
使う
見る
利用
開く
家庭
対象
電子

.378

.278

.273

.250

.244

.222

.216

.207

.205

.205

2015-2019

年間
訴える
経験
アプリ
立つ
技術
小学生
動画
企画
支援

.286

.250

.235

.214

.214

.200

.200

.200

.188

.188

2000-2004

女性
男性
生活
大手
カメラ
個人
並ぶ
インターネット
関心
生まれる

.258

.256

.219

.211

.191

.191

.188

.182

.182

.182

2020-2025

コロナ
撮影
評価
コンテスト
作品
受賞
シーン
マッチングアプリ
ロケ
規模

.375

.300

.273

.250

.250

.250

.250

.250

.250

.250
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コーディングテーマ コーディングに含まれる語

キラキラ 期待 or 輝く or 活躍 or 異色 or 珍しい or 初 or 挑戦 or 夢 or 新しく or 新しい or 初めて or 
かっこいい

大学生 学生 or 大学生 or 大学院生

中高生 中高生 or 高校生 or 中学生 or 生徒

母親 主婦 or 家事 or 育児 or 子育て or ママ or 母 or 母親 or 保護者

社会人 社員 or 女性エンジニア or 働く女性 or キャリア女性 or 専門職 or OL or 会社員 or 社会人

デジタル・IT デジタル or IT or コンピュータ　or コンピューター or パソコン or プログラミング or AI or 
アプリ or データサイエンス or DX or 生成 AI

進学 進学 or 受験 or 進路

仕事 仕事 or 就職 or 採用 or 人材 or 就労

理系 理系 or 工学 or 工学部 or 理工 or 生物 or 化学 or 高専

支援 支援 or 相談 or 育成 or 後押し or 強化

不足 不足 or 課題 or 足りない or 欠乏 or 深刻 or 増やす or 少ない or 減る

障壁 先入観 or 目線 or 壁 or 向いていない or バイアス or ステレオタイプ or 偏り or 格差 or デバ
イド or ハンデ or ハンディ or ハードル

なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

向
で
あ
る
。

（
3
）
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

　

女
性
を
対
象
と
し
た
記
事
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
を
見
い
だ
す
た
め
に
、
全
記
事
の
文
を
集
計
単
位
と
し
て
共
起
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
よ
く
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
語
同
士
を
線
で
結
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
作
成
を
行
っ
た
。
単
語
は
名
詞
と
形
容
詞

に
設
定
し
、
女
性
、
女
子
の
語
は
解
釈
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
除
外
し
た
。
分
析
の
結
果
、
11
の
テ
ー
マ
が
出
現
し
た

（
図
表
6
）。
語
の
多
い
グ
ル
ー
プ
と
し
て
頻
出
語
分
類
で
も
見
ら
れ
た
「
01
゠
理
工
系
進
学
の
女
子
の
割
合
の
低
さ
」、「
02

゠
理
工
系
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
の
中
高
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
」、「
03
゠
I
C
T
人
材
の
採
用
・
育
成
の
課
題
」
や
「
04
゠
パ
ソ
コ

ン
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
教
室
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
目
立
つ
。「
多
い
」
は
男
性
と
の
関
連
の
強
さ
を
示
す
と

と
も
に
、
主
婦
の
パ
ソ
コ
ン
人
気
を
伝
え
る
文
脈
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
01
に
は
「
少
な
い
」「
低
い
」
と
い
う

形
容
詞
が
出
現
し
て
い
る
。
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
て
記
事
化
す
る
際
に
、「
女
子
が
少
な
い
」「
女
性
比
率

が
低
い
」
な
ど
の
課
題
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
4
）
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
分
析

・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
語
の
設
定

　

45
年
に
わ
た
り
、
主
婦
や
大
学
生
、
中
高
生
な
ど
女
性
の
立
場
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
は
珍
し

図表6： �女性の記事を対象とした共起ネットワーク分析

図表7： �女性の記事を対象としたコーディング語の定義

出所：調査から筆者作成

出所：調査から筆者作成
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なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

さ
、
あ
る
い
は
人
材
不
足
と
い
う
課
題
と
共
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
希
少
性
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
課
題
の
背
景
と
し
て
、

「
I
C
T
分
野
は
男
性
的
と
い
う
認
識
」
が
メ
デ
ィ
ア
側
に
内
在
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
事
化
に
あ
た
り
、
課

題
そ
の
も
の
の
切
実
さ
よ
り
も
、
女
性
の
登
場
、
活
動
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
強
調
し
て
い
る
傾
向
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
立
場
の
女
性
、
事
象
が
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
い
だ
す
た
め
に
、
複
数
の
出
現
語
を
類
似

テ
ー
マ
で
分
類
す
る
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
分
析
者
が
条
件
を
指
定
し
て
、
類
似
す
る
意
味
を
持
つ
語

を
ま
と
め
る
た
め
、
語
を
単
独
で
見
る
よ
り
も
、
テ
ー
マ
の
出
現
が
つ
か
み
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
分
類
し
た
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
と
そ
れ
に
含
め
た
語
を
図
表
7
に
示
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
つ
い
て
は
新
し
さ
や
珍
し
さ
、
挑
戦
と

い
っ
た
語
を
選
び
「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
し
て
定
義
し
た
。
反
対
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
背
景
と
し
て
、「
不
足
」
と
「
障
壁
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
設
け
た
。

・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
語
の
時
系
列
推
移

　

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
テ
ー
マ
が
45
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
、
出
現
比
率
の
多
い
6
語
の
時
系

列
推
移
を
図
表
8
に
示
す
。「
デ
ジ
タ
ル
・
I
T
」
は
1
9
9
5
〜
2
0
0
4
年
ま
で
全
文
章
の
60
％
に
出
現
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
年
代
を
見
る
と
総
じ
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。「
キ
ラ
キ
ラ
」
は
全
年
代
を
通
じ
て
30
～
50
％
を
維
持
し
て
お
り
、

継
続
し
て
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
「
不
足
」
や
「
支
援
」
は
過
去
20
年
に
わ
た
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。

・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
語
の
類
似
度
行
列

　

各
テ
ー
マ
の
関
連
を
見
い
だ
す
た
め
に
類
似
度
行
列
を
行
っ
た
。
図
表
9
に
12
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
語
の
類
似
度
を
表
す
ジ

図表8： �上位頻出コーディング語の時系列推移

図表9： �コーディング語の類似度行列

出所：調査から筆者作成

出所：調査から筆者作成
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なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

性
を
特
別
な
存
在
と
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。
2
0
0
0
年
代
前
半
ま
で
は
女
性
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
起
業
す
る
、
新
た
に
学
ぶ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
頻
繁
に
現
れ
て
い
た
。
2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら
は

女
子
の
理
工
系
進
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
そ
の
も
の
の
記
事
化
は
相
対
的
に
低
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
語
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
、「
新
し
さ
」
や
「
珍
し
さ
」、「
活
躍
」「
初

め
て
」
と
い
っ
た
語
が
継
続
し
て
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同
時
に
人
材
不

足
を
強
調
す
る
「
不
足
」
も
継
続
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
と
「
支
援
」
の
類
似
度
か
ら
、
女
性
が
支
援
の
対

象
と
位
置
付
け
ら
れ
る
傾
向
も
確
認
で
き
る
。

　

45
年
間
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
行
う
女
性
は
「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
新
し
く
、
珍
し
く
、
夢
を
背
負
う
存
在
と
し
て
新
聞
記
事
に

登
場
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
裏
側
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
女
性
は
稀
有
だ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
や
社
会
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
政
策
的
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
不
足
と
い
う
課
題
は
支
援
と
結
び
つ
き
や
す
い

が
、
バ
イ
ア
ス
や
先
入
観
な
ど
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
支
援
と
の
共
起
は
弱
い
。
こ
う
し
た
構
造
的
・
個
人
的
障
壁
は
女
性

の
デ
ジ
タ
ル
利
用
に
お
い
て
見
逃
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
検
索
語
や
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
語
の
設
定
、

見
出
し
を
中
心
に
語
を
集
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
限
界
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
見
直
し
て
精
緻
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

女
性
の
理
工
学
系
進
学
促
進
や
I
C
T
人
材
発
掘
と
い
う
課
題
に
対
し
、
新
聞
報
道
は
確
か
に
現
状
や
課
題
を
伝
え
る
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
注
目
を
集
め
る
た
め
の
工
夫
も
必
要
だ
。
し
か
し
キ
ラ
キ
ラ
に
よ
っ
て
一
部
の
女
性
が
過
剰
に
注
目

さ
れ
る
こ
と
や
、
性
別
、
支
援
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
、
社
会
に
新
た
な
歪ひ
ず

み
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
ま
た
、
45
年
に
わ
た
り
不
足
や
珍
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
社
会
に
お
け
る
性
別
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
再
生

産
に
つ
な
が
る
懸
念
も
あ
る
。
女
性
を
特
別
な
物
語
の
主
役
と
し
て
扱
う
報
道
の
在
り
方
は
、
性
別
や
立
場
を
問
わ
ず
享
受

ャ
ッ
カ
ー
ド
係
数
を
示
す
。
係
数
の
平
均
値
は
0.23
で
、
上
位
25
％
と
な
る
閾
値
（
0.32
）
以
上
は
濃
い
色
と
な
っ
て
い
る
。
キ

ラ
キ
ラ
と
の
類
似
度
が
最
も
高
い
の
は
不
足
（
0.39
）
で
、
仕
事
（
0.37
）、
理
系
（
0.35
）、
支
援
（
0.34
）
の
順
に
高
い
。
支
援
と

仕
事
（
0.42
）、
デ
ジ
タ
ル
（
0.33
）、
理
系
（
0.30
）
の
類
似
度
も
目
立
つ
。
ま
た
、
不
足
は
理
系
（
0.41
）、
仕
事
（
0.40
）、
支
援

（
0.37
）
の
順
に
高
い
。
デ
ジ
タ
ル
・
I
T
は
仕
事
（
0.36
）、
支
援
（
0.33
）
の
類
似
度
は
高
い
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
の
類
似
は
や
や

低
い
。

　

結
果
か
ら
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
や
理
系
進
学
は
、
45
年
継
続
し
て
新
し
さ
や
珍
し
さ
な
ど
「
キ
ラ
キ
ラ
」
し
た
印
象

を
伴
い
記
事
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
女
性
は
二
つ
の
異
な
る

「
特
別
視
」
さ
れ
る
取
り
上
げ
方
を
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
I
C
T
・
理
工
系
人
材
不
足
や
受
験
者
獲
得
と
い
っ
た
課
題

に
お
け
る
先
駆
的
な
存
在
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
次
に
仕
事
や
デ
ジ
タ
ル
、
理
系
分
野
に
お
い
て
支
援
が
必
要
と
い

う
捉
え
方
だ
。「
キ
ラ
キ
ラ
」
は
活
躍
や
期
待
を
注
ぐ
対
象
と
し
て
女
性
た
ち
を
照
ら
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
挑
戦

に
は
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
先
入
観
や
壁
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
い
っ
た

「
障
壁
」
は
、
ど
の
テ
ー
マ
と
も
関
連
性
が
低
い
。
つ
ま
り
、「
不
足
」
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
偏
見
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
扱
う
際
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
性
別
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
背
景
に
、
メ
デ
ィ
ア
が
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
を
過
剰
に
演
出
し
て
い
る
可
能
性
を
検

討
す
る
た
め
、
45
年
間
の
新
聞
記
事
を
対
象
に
変
化
や
特
徴
を
探
っ
た
。
男
女
間
の
語
の
出
現
数
の
差
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
女

考
察
・
結
論

4
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なぜ女性はずっとキラキラし続けなければいけないのか

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
の
可
能
性
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
介
し
た
社
会
変
革
へ
の
視
野
を
狭
め
か
ね
な
い
。
ゆ
え
に
新
聞
報
道
に
望

み
た
い
の
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
生
み
出
す
構
造
の
変
化
に
寄
与
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
た
と
え
ば
I
C
T
産
業
の
労
働
環

境
の
検
証
や
、
女
性
を
「
支
援
が
必
要
な
弱
者
」
と
し
て
特
別
視
し
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
読
者
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
キ
ラ
キ
ラ
が
使
わ
れ
る
背
景
、
つ
ま
り
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
存

在
や
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
社
会
の
価
値
観
に
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。

　
「
女
だ
か
ら
」「
女
な
の
に
」
キ
ラ
キ
ラ
を
纏ま
と

わ
せ
た
報
道
を
見
直
す
こ
と
。
そ
れ
は
、
性
別
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
こ
び
り

つ
い
た
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
剝
が
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
本
稿
の
指
摘
が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

構
築
に
向
け
た
報
道
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
在
り
方
を
考
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
う
。

追
記

　

本
稿
は
、
2
0
2
3
年
度
電
気
通
信
普
及
財
団
の
研
究
助
成
を
受
け
執
筆
し
た
報
告
書
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
・
再
構
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
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